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奇'1'. はしがき

この調査は根室においで観測された地震観測結果を資

料として，北海道およびその用辺における出震活動域に

ついて調査したものである.調査基準は測候時報第 26券

第9号(昭和 34年9月)に掲載しであるものである

調査結果についてはかなり主観に左右されるものもあっ

て根室単独の資料から軽々に結論を出すことは差L控え

た全国的な総合解析の際に何等かの手がかりを提供す

るものでありたいと願っている

‘1. 根室における地震観測と地震計

根室は北海道の特徴的地形の一つである根室海岸段丘

上にあり，地層は砂疎層が薄く重粘主からなっている

が，幸いlごも測候所付近(根室市弥栄町 1番地肉430
〆

20' ; E145035' ; H27.5 m)には比較的浅いところに岩

盤があるため，主要幹線道路の十字街にあって交通量が

頻繁な割合には雑微動がほとんどなく〉地震観測には適

している.しかし， 1926年(大正 15、年〉に建設され

た当時の地震計室は翌 1927、年〈昭和2年)にウィーへ

ノレト地震計 (Gりttingen型， No. 271， No.285)が設

置されてから使用さ♂れたものであるが人 1943年(昭和

18年)頃から 6月-8月の聞に限って地震計室内の湿

気が増し始め，ために記象紙の.両端がまくれて送りが満

550.340.1 

足に行はれないようなことがしばしば起こるようになっ

、てきた.年を経過するに従いこの現象にますますひど〈

えEり，部屋中の壁が湿気で汗をかくためしつくいはボロ

ボロにくずれて器械の上に落ちるようになった.ベット

は勿論汗をかき特にひどいときはパケジで水を撒いた

のかと疑われるほどの甚だしい結露状態が繰り返されて

来たのである. 1956年〈昭和 31年〉に現在の新庁舎

がこの地震計室の南側に建てられてからはJ地震計室が

年中日蔭となるせいかこの結露現象が目に見えてひどく

なって来た.年間の或る時期に限って起きる現象ではあ，

るが，このようなことが繰り返し 1962年(昭和 37年)

10月現在の地震計室へ移転するまで 18年間も続いて

きたために，地震計室内の測器はガラスケースに覆はれ

ているとは云いながら次第に影響を受け，最近では腐蝕

が甚だしくなってきていた. このため常数の精度を保つ

ことが次第に困難になってきたのである.

2. 地震計の常数値

地震計の作動性能の基準として地震計常数訴使われて

いるが，前述のとおり 1943年(昭和 18年〉以降は結

露による器械の経年劣悪化に抗して常数保持に苦労して

きた.本調査期間中の地震計の状態を知るために常数表

(第 1表〉を勺け加える.

第 1表 ウィーヘノレト式地震計常数値 (1961年8月 31 日 検定〕

|量錘質量 1 Hr.' ""， '1 EE¥' itR I ~~~ ， 1庶.抑"'" I'--ー¥ 出 1 恒串
成 分 I~~ê~ぅ|倍率!周期 (s印〉|摩擦値(回m) 制振度

南北動 1. . 200 1 80σ6).1 . 5.' 2 (4.5) 10.23 (0.01) 1， 8 (5) 

東西動 1 . .2ω1 81 (76) l' 5.0 (5.0)1. 0.35(0.03)' 1 "7 (4.) 

上下動 80 1 66ω1'4'.1.'(4..1) 1 0.41 (0ω) 1 6ω  

ただし( )内は 1941年7月 18日検定のものである

* J. Iwatδ， S. Yoshida， K Misawa : Investiga-

tions of Seismic Regions in and near Hokkaido 

using the Observational Data' at Nemuro. 

(Received June 12， 1965) 
林根室測 候所

~ 2. 地震記象型からみた地震活動について

1. まえがき

同じ観測所で得られる地震記象も地震計・地震波の経

路・発現地域・震源の深さ。・発震機構などの相違によっ
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110 験震時報 31巻 3，4号

て種々の記象型を示すことは知られているとおりである

が，根室の地震記象についてもどのような型がどの地域、

に分布しているか，それぞれの特徴はどのようなもので1

あるかを調査七た.なお深さ忠jに次の上うに区分する

け，地震動の振動状況から分類した.その該当地震は

129 11固であった.

エv その他は測候時報掲載の調査要領にしたがう.

(2 ) 記象型の分類

イ.深発地震 振動型から a，.b， c， dの4種に大別する.分類を第

2表に，記象例を第 1図に示す.震源の深さが 100km以土の地震

ロ.浅発地震 ア.a型

震源の深さが 100km未満の地震

2. 深発地震Iごついて

典型的な深発型で，P波の立ち上がりが明瞭で振幅は

4 小さいものが大部分だがト振幅の大きいものもある.s 
C 1 ) 調査方法 波は大きく最初に最大振幅がでるものが多く減衰は比較

的早い.ア.根室におけるウィーヘルト地震記象紙の中から，

震源の深さが 100km以上のもので，震央が判明し 2

成分以上の記録が明らかにと札ているもの.

イ， 'b型

P波の振幅は小さく s波の振幅は a型ほどには大

きくならない. s波の始まりは周期短かく，最大振幅は

すこしおくれて出る.減衰はおそい.

イ..1942年--1961年め 20年間を対象と Lた:

ウ選出された記象紙をいく勺かの類似記象型に分

第 2 表記象，型分類表

記象型|細分型| 震 央 IP~S I深さ| 記干象 I 型、の 特 徴

1均一吋 -:--39 1100-130 1典…で P カらal 東岸 1~-:-，30 I 100--130 I s波が卓越している r 減衰は早い

320 
1 -探………一帽で

a S波所卓越している 減衰は早い
. 

1国 制とーは 1 1 l-幅大きく中に
a2 さまれた地域 : I 14--17. I 1Q・0:-140 ある.

オホーツ、ク海〉千島
26--95 100--:--250 1 a型陪似ているが"s波の振幅は a型ほどには大き近海

b 北海道 15--40 100--240 くない.又最大振幅は少しおくれて出ること'が多く.

東北 38--71' 100--300 減衰はおそい.

北千島より襟裳岬に P波から次第に振幅を増しS波に移るが， s波の初

C かけ南西にの、び五区 、20--91 100--250 まりが区別し難わものが多い.紡語、型で減表はおそー

域. L 、.

d1 

1

北海道西方

i 
46 

[ 

100 

1

…く S波

日本海ヘ 、 51--124. I 320--600 ~は少じおくれ七でる.ー減衰は早い.

dz 
|ウラジオスモック付 11Ù"'1271500~600 I

ゥ ー
近

111:-、1271 500-'600 
大き'い.

d Cl |本州南方沖 [ 119.--山 ['360:-470[日本海の舟の、に比べS波の周期次第に長くたる;

d1 [211ヤ215[ ~OOヲ40:.[ 日本海のもりに比べ S波の周期次第に長くなる

1 
i6H84 

1 
4SO-600 

1 

本州南沖のものに比べ S波の:周期ほ更に長くなれ
164-:--1841 460--600 ー東西動の振幅が南北動ぶりも大きい

233 1100-1201
本…もの出

100--120 東西動の振幅が南北動よりも大きい.

~.44 ー



111 根室の地震記象からみた北海道周辺の地震活動域につし、て一一岩戸・吉田・三沢

¥I! 
E， 吋桝一一一一一一一

「ぃ…一一予」ー一-'H蜘州帆…~…叫ん一一

w
一E

al型 1956年 1月9日17時 02分

北海道東岸 43.'60 N， 145.40 E， H =130km 
震度 1 P-S =15.0s 

H=120km 
az型

ド州
al型 1961年 2月8日06時 02分

色丹島南東沖 43.30 N， 147.10 E， .H =100 km 
震度 2 P-S =16.4s 

E 
N 

机J

E 

p 

1957年 11月17日14時 59分

オホーッ，ク海南部 47.50 N， 149..00 E， H =320 km 
震度 O付近有感 P-S=62.0s 

b型

S
」
リ

N

W

一r
p

一U

1954年2月 17日20時 37分

ウノレヅプ!島東沖 46.00 N， 151.00 E， H =100km. 
震度 o P~S=55.2s 

- 45-

b型



31巻 3，4号

S
A
M
E
E
D
-
u
J

一

報時震験112 

g 

M 
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1953年 10月 24日13時 24分

襟裳岬南東沖 41.80 N， 144.20 E， 
震度o P-S =20. 3s 

1953年 8月 28日07時 17分

北海道中部 43.20 N， 142. 50 E， H = 150-160km 
震度o P-:-S =27. 2s 

p 

U 

b型

H =100km 

1:'. 
N 

W 
~均一ψ-】喰ーー~-・~

E 

p 

U 

d1 型型

S
』

M

W

V

E

D

一U
'

b

，--y-町小、~γ、，

1950年 5月昨日 20時 48分

日本海西部 39.40N， 130.30E， H=600km 
震度o P-S=123.6s 

1960年 11月26日06時 55分

宮城県南部 38. 10 N， 140. 75
0 E， H = 100 km 

震度o P-S ~66.6s 

÷一一引州判4!(!M州州州内'~'i~州1判州J州介川A州州!~~iJ帆仙仙N耐引仰仰iリ川いいJi伽仲州仲怖h叫州州川W山旬~切門川町怖w〆

4一十ふ…叩州Ii州州恥州刷州州州川川川AN州吠川F川仇刈肘刊引ザP川切Jr 
s 
M 

凶

E 

1957年4月9日09時 27分

本州南方沖 30. 80'N， 138 '80 
E， H =450 km 

震度 0， P-S =147.0s 

d1 型1958年 11月7日14時 00分

エトロ 7島南東沖 44. 30N; 149. 50 E， H =7=100km 
震度 O付近有感

C 型

1957年 1月3日21時 50分

ウラジオストック付近.43. 50N， 131. 50E， H=600km 
震度o P-S =118. Os 

d2型

， 
' 

ー立
N 

w
一E

1955年5月 30日21時 35分

小笠原南方沖 24.50N， 142.50E， H=600km 
震度 O、 P-S=183. 5 

.da型

深発地震記象型の例

S波の始まりは明瞭で，周期，振幅ともに急に大きくな

る.減衰ははやい.

以上の型に分け，震央分布図を作ると第2図のとおり

となる.この震央分布図から大体次のような四つの活動ー，

域を考えることができる

- 46ー

図

3:.. C型‘

S波の始まりが区別し難く ，Pi皮よ.り次第に周期，振

幅とも大きくなる紡錘型で減衰もおそい.

オ. d型

P波は振~直小さいものが多いが大きめのものもある

第 1
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第 2図深発地震記象型別震央分布図

a型:千島南部お止び北海部南東岸

b型:オホーツク海および千島近海と，北海道・束北

地方

C型:北千島より襟裳岬南東沖にかけて南西にのびる

区域

d型:日本海および本州はるか南方沖

(3 ) 調査結果

これら大きな四つの活動区域内でさらに記象型に系統

的な特徴のあるものを詳細に検討Lてみた.

ア.千島南部および北海道南東岸 (a型ブロック〉

ごの地域は典型的 a型(これを al型とする〉で，地

• 

/ ノ

第3図 深発地震の活動域における記象型

の詳細分類

震規模に応じてP波の振幅は次第に大きくなる. しか

し，国後島と色丹島にはさま.れた海域には数は少ないが

P波が大きくなかにはS波が目立たないもの(これを

a2型とす石〉もあるーこれを第3図に示す.

イ.オホーツク海および千島近海と，北海道・東北地

ー方 (b型ブロック)

オホーツク海と東北地方ではかなり離なれているが典

第 4図 深発地震の活動域における記象型

の詳細分類
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型的な b型で区別はつけ難い.束北地方のものは規模に

よってS波への移行が不明確な紡錘型の記象型をとるも

のもある

ウ.北千島より襟裳岬南東沖に南西にのびる区域じc

型ブロック)

千島切島の東側で典型的な C型が分布しており，同じ

列島の東側にありながら.b型とははっきり分れて分布し

ている，太部分は深さ 100km付近の地震が多い.

.土. 日本海および本州は忍か南方沖 (d型アロック〉

日本海も本州南沖も典型的な d型(これを，d1型とす

る〉であるが，傾向として日本海のも‘のはS波の周期が

比較的短かいものが多いのに比べ，本州、iを横断して南方

沖に移るに従い次第にS波の周期は長く kってくる.

d1型はP波の立ち上がりの小さいものが大部分であ

るが，日本海でもウラジオストックに近い区域について

はP波の立ち上がりが比較的大きく振幅もやや大ぎ目で

明瞭なものが多い • (これを d2型とする〉

本州南沖のものと小笠原諸島沖のものを比べると，前

者は典型的な d1型であるが，後者はいずなもS波の東

西動が南北動より大きく出現しており，札幌め調査と反

対になっている • (これを da.型とする.)

ーこのように本州南方沖は d1型，小笠原諸島沖は da型

と明らかに区別できる. これを第 4図に示す.

(4) 考察

、ア，深発地震の記象型としては， 日本海および本州は、

るか南方沖のもの (d型〉をのぞけば，特に深発型の特

徴として挙げ得るものはない，即ちオホーツク海を含め

て千島北海道周辺の記象型はいずれも浅発地震と酷似し

ており，一見して浅，深を判断することはーかなり難し

し、.

これは従来からこれらの地域には深さ-60km""'":'80 km 

、の浅発地震が多く，・この調査に使われている深発弛震の

資料もその深さが 100km--150 kmが大部分で，浅発

地震帯域の底部に起こったもので何等かのつながりをも

っているからであろう.しかし，オホーツク海の 500'"'-'

600kmの深さに起っている地震の記象でも浅発地震と

似ているのは震源が比較的近いからであろう.篭

イ. 日本海の記象型と本州南方沖のそれについては，

日本の深発地震帯が昨日本海から太平洋にかけて本州、ほ横

断しているので，日本海の深さは 320km -"-'F50 km:， .本

州南方沖の深さは 300km --600 kmと似ているのもこ

の間の関連性を示すーっの資料となるかもしれない.

3: 浅発地震について

( 1 ) 調査方法

第 3 表 各記象型の分類表

記象型| 震央 地 宅 lP--Sゆ)1深さ (km)! 記象型の‘特徴

al m"，!，!l;一円型区域
l l ip S明りょう…吋叩さく

6.0--21.5 I 0-90 S波が急激に犬きく出現して減衰は早い.

0--80 P. S明りょう S波の最大は a型ほどに大

b 国後島，根室半島はるか南東沖 7.7;...，;.16.8 40--60 きく出ない.

色丹島東方沖 18.4--38.3 0--80 S波の減衰は a型よりおそい.

とE トロフ南方沖 18.9-43.6 0-80 S波が漸増するが振幅が急、に一変るところで比

較的よくわかる.

C 
浦河沖，襟裳岬南方沖 、、 14.6-39.2 20--80' 

短周期の振動を含むようになり，一最犬振幅は

おくれて出る.
、

一見紡錘型に近い.

干島列島の東側に沿い襟裳岬沖へ 33.2--105.0 0-80 P波の振幅が漸増し" s波への移行が見分け
、d 至る地域 難い

. 
S~支の周期は長く，減衰も封そい

苫小牧神 31.3-44.3 0--90 b型に似ているがS波の周期はb型より長く

三一陸沖 ~ 30:5-49.6 0'"'-'100 減衰もおそい.

e 金華山沖 49.6--59.0 0--70 

福島県沖 60.8........71.1 0--80 南に下るにしたがってS波の周期長くなる.

茨城県沖 75.0--84.0 20-40 
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L 、

p"  ... υr"!"，，""，，r 

a型 1958年8月5日02時 48分

色丹島北東沖必.e N， 147.20 E， H =90km 

‘震度 1 P-S =17.9s 

:吋蜘仲町…一一ー一
D 

U 

a型 1954年5月7日11時 四分

根室半島南東神 43.10 N， 146.10 E ト H=70km

震度 2 P-S=09.3s 

十一一一:ト
1 

tj.， 

a型 1957年10月 14日10時 19分

根室南方沖， 4，2.90 N， 145: 50， E， H =40 km 

震度 2、 P-8=06.5s 

S 
M 

?十山…一一…
D 

U 

b型 1961年 4月9日03時 40分

弟子屈付近 43.50N， ~44.50 E， H =10km 

震度o P-S =11. 5s 

W

一E

p
，
U
 

b 型 1~r53 、年 2'1月 16 日 02 時 18 分

釧路南東沖、 42"，20N" 144.80 E， H二60km

震度 1 P-s' =13..0s 

トー吋州蜘日ゆ

w一市ピ

D 

U 

b型 1958年 10月 28日03時17分

エトロフ島南東沖l43..goE，148.00E， H=80km 

震度 1 P-S =20.2s 

C型 1961年 2月 1613'22時 55分

色丹島南東沖 43.10N， 147.40E， 'H=40k田

震度 O付近有感 P-S=18.9忌‘

S
♂

U
N
 

:判断YJt川州川1

v、-。ー---'、ω~‘ー

C型 1957年 6月 12日17時 2.l分

襟裳岬南方沖 41.'10 N， 142.90 E， H =40 km 

震度 O有付近感 " P-S =32.0s 

p 

U 

C型 1955年 2月 2日 0'4時 16分

浦河沖 41，・ 90N，142.60E， H=60km 

震度o" P-S=27.0s 

.，-- 49ー
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1956年 11月 21日16時 34分

金華山沖 38.30N， 142.rE， H=70km 
震度o .P-'--8=59.0s 

e型

s
J
N
W
一E
D‘
U

1061年 1月 10日23時 24分

千島列島北部 49.30N， 156.1E， H=O 
震度o P-8 =99.5s 

n 
.n一戸ー一一.....--、司-、~司膚司開

(1 

d型

1955年 9月 30日04時 59分

岩手県北部 40.10N， 141.30-E， H=90'"":"100km 
震度o P-8=49.6s 

e型S 
N 

e
J
e
-
A
N
 

w
-
E
P
A
h
υ
 

1961年 4月 26日16時 39分

エトロフ島南東神 44. OON， 151. 00 E，.H =60.km 
震度o P-8 =41.7s 

刷
、τ~，

d型

1955年5月 31日23時 45分

苫小牧沖 42.00N， 141.50 E， H=90km 
震度o P-8 =34.5s 

e型

ト 州内~叩州州~叫V

e型 1961年 1月 16日16時 21分令

茨城県東方沖，36.00N，142.20E， H=40km 
震度 O.P~8 =84.0s 

E 

N 

山

肌

ザ

E

1960年 3月 21日09時 34分，

三陸沖 39.70N， .143.40 E， ' H =20 km 
震度o P-8 =41.8s 

P 

U 

e型

“nn a
p
 

J

，
 

.‘
 

j
p
f
 1959年 10，月 26日16時 36分

福島県東方沖 37.60，N， 143.20 E，. H =20 km 
震度O付近有感 P-8=66.0s 

e型

おおまかピ a，b， c， d， eの五つに分類した.

を第3表に，記象型の例を第 5図に示す.

ア. a型

P， 8が明らかで，PからSまで、の振幅は小さいが，

Sが顕著に出現， 8波の減衰は速いもの.

イ. b型

a型に似ているが s波の振幅は.a型ほど大きく出

ず， 8波の減衰は a型よりおそい.

ウ， c型

分類

浅発地 震記象型の例図第 5

深発地震と全く同様に，根室のワィーへノレト地震計記

象紙より

ア 2成分以上の記録が明らかにーとれているもの

イ. 1942年--1961年の期間中より

ーウ.震央が明らかで，震源の深さが 100kl1.1以下のも

の

上記の条件に該当するものを選んで，振動型をいくつ

かに分類した結果，該当地震記録は 773個であった.

(2) 記象型の分類

- 50ー
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b型の変型したもので， S波の立ち上がりは比較的明

瞭であるが，振幅は漸増して周期も長くP なり短周期の振 1

動を含む・最大振幅はおくれて出る;減衰はおそし¥'

ェ. d型

C型に似てPから振幅が漸増し， S波の立ち'上がりは

周期が長《変って判るときと，区別できないときがあ

る. s波の周期は C型よりも長く，減衰もおそし

オ e型

b型に似ているが， S波の周期は b型より長く，減衰

もおそい.

が
u

v

h

A

A

r

A

 

y
 

浅発地震記象型発現地域

ェ.千島北部から列島沿いに太平洋測を南西}このひ、襟

裳岬の南東沖に達する区域は典型的な d型が分布してい

るが，千島列島中部以北のオホーツク海側では C型が現

われている.

オ.苫小牧沖から本州、|の太平洋側にかけて関東の東に

までのびる区域は e型で，その記象型はほJとんど同，じで

ある.

(3 ) 調査結果

記象型は厳密には同じものはほとんどない. しかし系

統的に同型であるものはその型にまとめ，その型の中で

更に系統立って分類できるものについて検討すると:‘

ア.十勝沖から北千島にかけセの各区域内では，さら

に系統的に分類できるほどのものはない.

イ.，浦河，襟裳岬沖のものにつしI、ては，内陸部と海底

‘のものとでは多少異なるように見受けられる.

即ち海底のものは全体的に紡錘型の印象が強いが，

内陸のものはこの感じが薄く，したがって最犬振幅ので

る位置も内陸のものが早目である.

ウ・，東北地方太平洋岸から関東沖に至る区域は全般に

基本的は e型であるが，地震の規模によってS波から表

面波にかけて振幅，周期ともに漸増し，全体として一見

第 7図

- 51ー

ea型， Ob型，③C型， 4d型 e①型

第 6図 浅発地i震記象型別震央分布図

以上の分類を震央分布図から区分すると，第 6図のと

おりとなる.これによると

ア・根室半島の東方沖にひろがり，北東から南西に長

軸をもっ楕円型区域は a型で，根室ではこの区域に起こ，

る地震が最も多い.

ィ.a型区域をとり囲んだ、その外周に拡がり，色丹島

東方沖，根室半島はるか南東沖，割11路，十勝沖をめぐる

区域は b型ヵ，弟子屈付近の内陸地震も同型である.

ワ.ヱトロフ南東沖と襟裳岬，浦河沖には対照的に C

型が分布し，日高山系の内陸地震も同型である.
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紡錘型を示すことがあり，三陸沖でこの傾向が強い.ょう

である.

傾向としては三陸沖J金華山沖，福島県沖，所城県沖

と南下するに徒ってS波の周期が次第に大きくなり.そ

の減衰もおそくなるのは距離の関係であろうか

(4) 考察

記象型の発現地域を見ても判るとおり s根室半島東方

沖を中心として，ほぼ対称の地域に震源をもっ地震の記

象型は類似していることが認められる.即ち a型を中心

としで， b型bC型も夫々対称、の位置にあり d型と e

型も記象型は良く似ていることが多い.これらのことは

記象型の特徴は発生地域と云う、よりも，むしろ震央距離

と震源の深さに大きく影響しているように考えられる

4-. あとがき

今回の調査には三成分の揃ったもののみをとるべきで

あったが，保存記象紙の状況と上下動成分の器材調整期

間がしばしばあったことから，上下動成分の欠ける例が

多く，二成分以上とせざるを得なかったことは残念で、あ

った.

記象型の分類にあたっては，遠距離の浅発地震につい

ては非常に難かしく，或る区域の基本型を求めて，種々

の例についてはその変型とみて一括分類したり，二種の

型の中間型はどちらかに分類決定するなど‘，分類に当つ

ては主観的判断が加はったことはいたし方ない

~ 3. 初動方向の分布による地震活動域について

1. 初動の押し，引き分布

( 1 ) 資料

ウィーへノレト式地震計により 1942年から 1961年ま

での 20年間の根室の地震観測原簿に記載されているも

第 8図 初動の押し，引きの平面分布(1942年--1961年〉

hく 100km・e:押し 0:引き

hミ100km 頭:押し Q:引き

ののうち，測候時報掲載の調査要領の条件にかなったも

のを使った.震央の位置は地震月報を用いた.

(2 ) 初動の押G，引き平面分布

第 8図は以上の資料に基いて調べたものである. 図

の範囲では震源の深さ 100km未満では押'し 54， 引き

108， 100 km以上では押し 18，引き 13，総計 195で

ある.図は初動の押し，引きにしたがっ'て地図上の震央

の位置にそれぞれ黒丸¥白丸印をつけたものである

図を見ると， 国後島と i トロフ島南東沖に深さ 100

km以上の押しが分布し， 100km以下ではエトロフ島

南方沖で引きが分布している.根室半島東方沖と釧路南

東沖は根室において最も地震の多い地域で，押し，引き

がまぎって頻発じている.弟子屈付近は昭和 34年 1月

31 日の地震であるが引きとしてまとまり， 浦河付近で

も引きが分布している.襟裳岬南方沖にも引きが分布し

ているがここでは深さ 50km未満で起こっている

(3) 初動の押し，引きの立体的分布

'第 8図に使づた資料のうち，震源の深さがわかっていー

るものを用いて，立体的分布を調べた

垂直断面図は(第9図(a)，第9図(b))は， 40.00N 

*N 
01(. 

50 

f∞ 

150 

50 

1∞ 

150 

50 

t∞ 

150 

第，9図(a) 初動の押し， (・)，引き (0)の、

垂直断面の分.布

(43.00N--45.00N， 14.20 E--151.00 E) 

ヮ“
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一物1伊ア7
O/¥O刊

占日

ア物 I_~CM

hj-l料m17
J Ll 111... 41 

kFHi l口:
第9図 (b)ー.初動の押し(-)，引き (0)の

垂直断面の分布

(41. OON--43. ONO， 142. OOE-150. OOE) 

から 44.00N までは 0.5度ごとに，その他は 1度ごと

に作成した.なお，横軸は経度;縦軸は震源の深さであ

る

まず北の方からみると， エトロフ南東沖では 100km

から 180kmの間で押しの地域としてまとまっている

国後島付近では 100-150km辺で押Lがまとまって

いる.エトロフ島南方沖では深さ 60--80kmで引きの

地域が分布している.根室半島東方沖と釧路南東沖では

押じ，引きがま 5って頻発しでいるが，前者が 40~80km

にまとまっているのに対し，後者は 0-90kmまで広く

分布しているのが大きな違いである.弟子屈付近は昭和

34年 1月 31 日の資料のみであるが， 0--20'km付近で

引きとじてまとまり， 浦河付近も 60-80km付近で引

きが分布している.襟裳岬南方沖も引きが分布している

が， 浦河付近に比べて柏、々浅く 20--50km付近で起こ

っている.

(4) 初動の押し3 引きを示す地域

初動の押し，引きを平面的および立体的に考察した結

果，各地域で押し，引きがとのような割合で起こってい

るかを調べたのが第 4表である. しかし，この地域区分

については個数で主観によるところが多く，他の官署の

第4表 初動の押し引きを示す地域とその割合，

単 l' 、 一 | 回、午 | 押し引き百分率
| 震央地名| 範ー . 囲 |昨 1-1'  l -，  -1 備 考

位 | ・ ・ 〆 (km) /・ /0'/計/%

1|エトロフ島南東沖 1-44'.1 oN-44州国何一150.1
0
E11小 1ω 131-1 31州

2 .1ェトロフ島南方沖 l4320Nー仏00N，14720E-14820E! 60~80|-117i171100 1 
十 143.80N~44.00N ， 148. 20E-149. OOE 1 v v  - u v  1 1.1.11.1.1 I .LVVI 

3 1根室半島南東沖 |4320N-4350N，14520E-14600E，l 40~ω110 1 23 1 331 70 1 
|、 142. 80N--，-43. 50N， 146.00Eー 147.00E I''''v uVI .l.v 1 LJ..， 1 ........1 IV 1 

41釘附東神 l' 41.. 8
0
N-'43州凶何一凶 8

0
EI 0--90 120 1 321521叫主に 40--60km 

51襟裳岬南方沖 41.2
0
N-U州凶何一凶 何 120--50 1 -:-15 '1 51州

6 |浦河付近 I 41 州-42 刊 ω 円~143.'00E 1 い 801~14141 州
7 1弟子屈付近 1. 43州 -45州凶何一凶 四 I 0--20 I -I 6 I 6 I州弟子屈地震 〕l1  V - 40V 1 .1 V 1 V 1 .I.V V  1 (昭 34. 1. 31) 

1 43. 80N-145. 50E， 43.70N-145.60E 1 1 . 1 
8 1国後島 1 44.20N-146.40E， 44.30N-146.30E 1100--180 1 41-1 411001 

に閉まれる地域 ‘ 1 ‘ .1 

調査と総合してなお検討することが必要であろう

(5) 押じ，引きの時間的傾向

(3 )の資料を使って時間的にどのような傾向がある

かを (4)の地域単位名 2，3， 4についてみたのが第

10図である.各地域とも時間的に傾向があるとは思わ

れない.このことは地域による押し引きの区分はそのま

斗地域の特性を示し，発震機構の同一性が地域によって

保持されてVることを示すものであろう

2. 初動の方向のかたより

1 の(ヨ〉資料のうち，初動の水平成分を合成して，

-'-53ー



きが混在しており，後者が 40--S0km層中に集中して

いるのに比し前者は 0--90kmと各層に拡がうている J

(2) 初動方向の偏りについでは，釧路，根室南東沖

に右偏(黒丸〉がかたまり，その両側に左偏(白井し〉が

分布しておりこの地域を中心に地震波速度の不連続が存

在しているのではないかと考えられる.

報 31巻 3，4号時震験120 

(創|路南東;中ノ)

1. 調査資料

1953年から 1961年までの 9年間j 当所のワィーへ

ルト地震計によって観測された地震のうち p波が z"p

またはPと観測されたものを使用じた.資料はこの期間

ー中根室から半径 500km以内に震源をもっ 112個の地

震についてである.調査方法は測候時報掲載要領にした

がい，各々の震源の深さ別に和達・益田の標準走時から

実測によって得られたもののかたよりについて考察し

fこ.

2. 地域区分

この調査期間における調査の対象となった地震の震源

位置は根室沖，釧路沖3 浦河三陸沖，エトロフ沖と大部

分は外側地震帯に沿い弓状に分布している.その他の地

域は数も少なく細域についての区分はさし控え，記象

型，初動分布なども考慮してAから Fまでの 6地域に区

分した.地域区分は第 14図に示す.

走時曲線からみた地下構造~ 4. 

。
。ベ調ogO 0・
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∞o
 

o
h
-

0
 。。

O
 

O
 • D

 • 
-

押し，引きの時間的傾向

(.押し， 0引き〉

IJ4t .2 43' 44' 45 46 4 7 4 咽 & J 51 反日 54 お 56 57 58 58 60 61 包 h
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(叔室土ド島南東沖)

(工トロフ島魚方沖)・

第 10三図

。
、 O

わ

第 12図

3. 走時曲線図

走時曲線図の縦軸には当所において観測された初動の

発現時から震源における発現時(気象庁発行地震月報に

よる〉を差し引いた走時をとり，横軸には震央距離をと

った.各深さ別に 0<h 壬20km'30kmくh豆40km.

L
A性

‘宇津}が調べた方法で震央に平行移動し，震央のかた、よ

りを調べのが第 11図である.なお水平成分の合成じた

イ直が 8μ 以下(矢が短かく羽根ーっ)， Sμ--20μ(矢が、

長く羽根一つ)， 20μ--50μ(羽根二つ)， 50μ--100μ(羽

根三つ)， 100μ 以上(羽根四つ〉の 5階級に区分した

これによると特に明瞭な分布は認められないが，割11

路"根室沖に右偏(黒丸)がかたまり，これを挟んで国

後南東沖と十勝沖には左偏(白丸〉の地域が分布し句てしJ

るように見られる.黒丸印の右偏地区を中心として速度

の不連続，或いは地形の傾斜が考えられそうだがこの程

度の資料では明らかではない.

3. 調査結果と考察

これまでの結果を要約考察すると次のよヲになる.

( 1 ) 国後島とエトロフ島南東沖に 100km以下の押

しがあり， エトロフ南方沖， 浦河付近では 60--S0km

の引き，襟裳岬南方では 20--50km で引きが明瞭に出

ている.'~II路南東沖および根室半島南東沖では押し，引

初動方向のかたよりー第 11 図
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40km< h s50 km. 50一kmく h三三60km'60kmく hζ

70km. 70km<h壬80kIiJ.の走時曲線図を作成したが

20km< h豆30krIlに該当するものがないのでこ・の分は

200 3∞ 4∞ 5∞K .. 

第 13図 (a)

-5 

マb

印

:~y 
100 _ -2，叩 300 400. BJOK m 

第 13‘図 (h)
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第 13図 (c)
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第 13図(e ) 
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第 13図(f ) 

省略しである.第 13図 (a)から第 13図(f )まで

この図の中で実線で示ーしたのは和達・益田の標準走時曲

線である.

図中の記号は各地域を表はしたもので，その関係は第

5表に示す.

l第 5表 地域記号と地域別

記号|地域符号| 地 域 範 囲

• A 根室南方沖

O B 、根室東方沖，色丹島南方沖

① C 釧路南方沖，十勝沖

@ D エトロフ島南方沖
¥ 

...... E 際裳 H甲南方沖，三陸沖

o ， F 北海道内陸部，噴火湾，網走沖

(1) 0く h亘20km(第 13図 (a)) 

各地区ともほぼ標準走時曲線にのるが， E地域が多少

早目にでる傾向が見られるが数は少ない.

(2 )30 k出く h豆40km(第 13図 (b)) 

A地域は標準走時曲線にのるがE地域は早目に出る傾

向があり， 2-3秒くらい早い.

(3) 4Qkmく h壬50km.(第 13図 (c)) 

数は少ないが B地域はきれいにのる.A， E地区は早

目に出ているが 1つしかないのではっきりはわからな

U 、.

- 55ー
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(4) 50km< h豆60km(第 13図 (d)) 

A， D 地域のものはほぼのるが， D地域のものでも震

央距離が 200km未満のものについては 2--3秒早目

に出ている. B， C地域のものはバラツキは多いがほぼ

標準走時曲線にのる.、 E地域のものは 1つしかないが

(2)のところで出たように早自に出る傾向を示してい

る

る

この調査では資料の最も多かったのはこの深さであ

(5 )60 kin< h壬70km(第 13図 (e)

数が少ないのではっきりしたいとはわからない.

(6) 70km< h壬80km(第 13図(f)) 

D地域のものは多少早目。に出る傾向を示している. E 

地域のものは 440km以遠では大体標準にのっている

が， 310km以内では早目 Iこ出ている. A， B， C 地域、

では大体標準にのっ.ている.

4. 結果と考察

今回の調査で使用した資料は年数も少なく，深さ別に

分けると或る深さについては個数も少なく，又 20km<

h壬30kmの例は 1つもなル、などと資料不足が目立って

充分な解析は不可能であった.

( 1 ) 根室南方沖に発生する地震はほとんど標準走時

曲線にのる・ ' 

(2) 根室東方沖および釧路十勝沖ではほぼ標準走時

曲線にのるが，割合にパラツキが多い.

(3 ) エトロフ南方沖では 60km位まではほぼ標準

走時曲線にのるが3 それ以上の深さになると早目に出る

傾向が目立つ.

(4) 襟裳岬南方から三陸沖にかけては深さ 30kmを

越えるころから早目に出る傾向がある

(5) 北海道内陸部は弟子屈と日高山脈の例しかない

がこの例だけでは大体標準走時曲線にのっているようで

ある

S 5. 結び

以上が根室の観測資料から得られた「地震予知のため

の予備調査」としての調査結果である.単なる調査結果

のら列にすぎないが，いずれにしても個別の結果のみで

総合考察するには資料不足も加えて独断の危険があるの

で，全国的なつながりの上で改めて検討する機会を待ち

たいと願っている
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